
《Lesson 1》as ~ as の肯定文 

  as ～ as の文は「〇〇と同じぐらい～」と日本語では訳され「ジョンと同じぐらい背が高

い」 「あなたと同じぐらい速く泳げる」などと言いたい時に使われます。基本的な形は、“as 形

容詞 as” や “as 副詞 as” で、形容詞や副詞には er/est などを足さず、そのままの形（原級）

で使います。as ~ asも、比較級や最上級同様、様々な種類の文（be動詞、一般動詞の文、助動

詞の文など）で使われます。 

【 as ～ as の肯定文：基本の形】 

 

主語 ＋ 動詞＋        ＋ 〇〇 

 

（主語は〇〇と同じぐらい ～） 

 

＜例＞ She is as tall as John.       （彼女はジョンと同じぐらい背が高いです）     

I studied as hard as Nanako. （私はナナコと同じぐらい熱心に勉強しました） 

He can run as fast as Ken.   （彼はケンと同じぐらい速く走ることができます） 

 

ポイント！ She is as tall as John. だからといって She is tall. ではない  

 as ～ as の文を訳す際は、形容詞や副詞の意味に引っ張られて訳さないように注意する必要

があります。例えば、以下の文。 

She is as tall as John. （彼女はジョンと同じぐらい背が高い） 

とよく訳されますが、正確には「彼女はジョンと同じぐらいの背丈である」といった意味にな

ります。つまり「ジョンの背が低ければ、彼も背が低くなる」ため必ずしも She is tall.（彼女

は背が高い）というわけではありません。「tall＝背が高い」という意味なので、単語の意味に

引っ張られないように注意してください。同様に  

He can run as fast as Ken. （彼はケンと同じぐらい速く走れる） 

と訳されることが多いですが「彼はケンと同じ速さで走れます」（つまり遅い可能性もある）

という意味になります。 

 

 

【as～asの肯定文：作り方】  

ステップ①：「〇〇と同じぐらい」という部分を除いて文を作る。  

ステップ②：形容詞/副詞の前と後ろに as を足す。  

ステップ③：後ろの as の後に〇〇（比べる人・もの）を足す。 

 

 

 

as 形容詞 as 

as 副詞 as 



＜例1＞ 「彼女はジョンと同じぐらい背が高いです」 という文を作る場合。  

ステップ①： 「〇〇と同じぐらい」という部分を除いて文を作る。  

→「彼女は背が高いです」  

           He is tall.                            

ステップ②：形容詞の前と後ろに as を足す。  

           She is as tall as                        

ステップ③：後ろの as の後に〇〇（比べる人・もの）を足す。  

           She is as tall as John.                   

 

＜例2＞「彼はケンと同じぐらい速く走ることができます」 という文を作る場合。  

ステップ①： 「〇〇と同じぐらい」という部分を除いて文を作る。  

→「彼は速く走ることができます」  

           He can run fast.                       

ステップ②：形容詞の前と後ろに“as”を足す。  

           He can run as fast as                   

ステップ③：後ろの as の後に〇〇（比べる人・もの）を足す。  

           He can run as fast as Ken.                   
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